
日本記号学会第 42 回大会個人研究発表・要旨 

2022 年 9 月 17 日 

追手門学院大学総持寺キャンパス 

メタデータ共有システムを用いた資料のアーカイブと 

知識の構築に向けて 

上松 大輝（総合研究大学院大学 / 国立情報学研究所） 

本発表では、資料のアーカイブ、ここでは現物資料の整理のためのメタデータ共有シ

ステムの設計と、メタデータ共有システムを用いることで資料が持つ意味が定義され、

意味的なつながりをたどることで概念や知識が構築されていく可能性の考察を行う。 

メタデータ共有システムとは、水島ら[*1]の議論を根底にしており、「メタデータ”を”

（効率的に）共有するシステム」ではなく、「メタデータ”によって”（資料の存在や資

料をめぐるコミュニケーションについて）共有するシステム」を目指している。さら

に、椋本・上松[*2]は、メタデータ共有システムの戦争関連資料への適用と「戦争関連

資料」という概念を浮かび上がらせるメタデータを用いたコミュニケーションに向け

た構想を提案している。ここでいうメタデータ共有システムは、具体的なアプリケー

ションだけではなく、データそのものやデータの流れを含む。ある種、人が何かを記

憶し理解する知識構造を模したものを示している。情報記号論（石田, 2019）[*3]では、

「人間が〈記号過程〉に関わっているときに、機械は〈情報処理〉を担当している」と

し、ソシュールの「ことばの回路」と「シャノン・モデル」をコミュニケーション回路

にマッピングすることで、人の記号過程（セミオーシス）と情報処理のインタフェー

スを提示している。メタデータ共有システムでは、メタデータ付与の簡易化や、メタ

データや資料のリンク関係を利用して、新たな資料やメタデータの発見をサポートす

る。これは、人間にとっての記憶や思考をめぐる記号過程をメディアとしてサポート

するとともに、このシステムそのものも、記号、つまり意味や概念、知識を連鎖的に体

系化していく「機械的な記号過程」のように働きうるのではないだろうか。 

本発表では、メタデータ共有システムを利用して整理された戦争関連資料の実例をも

とに、メタデータによる意味付け、資料やメタデータの関係性から新たな概念、知識

を導き出すプロセスについて考察する。さらに、メタデータ共有システムが、我々の

実世界における多くの事象、実態のない実態、さまざまな捉え方があることを、どの

ように表現するのか、これらの課題を解くための知識システムとなりうるか検討する。 
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